
 

第６学年２組	 学年経営の構想 担任 宮下	 佳典 

 
学級の目標 
 
 
学校教育目標 
進んで学び、考える力、 

表現する力を高めようとする子 
認め合い、支え合い、 
協力して行動しようとする子 

心と体の健康を考え、 
進んできたえようとする子 

学級でめざす子供の姿 
学習内容に興味をもち、進んで学びを深め、

広げようとする子 
友達の良さを認め、自分の良さに気付き、 
友達を大切にする子 

自分の状態を正しく把握し、自らの健全な

成長のために必要なことを選択できる子 
 
学級としての方針と重点的な取組 
◎課題を解決することの楽しさを感じさせます。 
・算数や体育では、習熟度別で指導をしていきます。 
・一人一人の理解度によって、個別の指導を行います。 
・人前で話す機会を増やし、自分で考えたことを自分

の言葉で伝えることができるようにします。 

◎互いを尊重し合う学級づくり 
・自分で考えて行動できる機会を、意図的・計画的に

設けます。 
・子供同士が関わる場面を増やし、コミュニケーショ

ンをとる機会を増やしていきます。 

◎自分の生活習慣について考え、それに合わせた行動

ができる子を育てます。 
・外遊びを勧め、元気に友達と活動できるようにして

いきます。 
 

 

関係者・保護者・関係機関等との連携 
■専科や養護教諭、TAなどとの連携・協力 
・月に 1回、専科の教員と学年で、児童の実態や学習の進捗状況を
定期的に情報交換していきます。その情報を保護者会や学年便り等

で家庭へ連絡します。 

■家庭との連携・協力 
・2 週間に 1 回程度、現在の児童の様子や児童の作品等について、保護
者会や学級だよりでお知らせいたします。 

 

楽しみながらも下級生の手本になれる	 明るくて切りかえのできる最高学年になる 


